
国
連
核
不
拡
散
条
約
再

検
討
会
議
の
成
功
に
む
け
て
、

志
位
委
員
長
は
じ
め
一
六
〇

〇
人
を
超
え
る
日
本
の
代
表

が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
デ
モ
を
行
い

ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
の
思
い
を

被
爆
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
国
民

に
知
ら
せ
る
上
で
、
効
果
抜

群
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

志
位
委
員
長
ら
訪
米
団

は
国
連
で
各
国
代
表
と
会
談

の
他
、
「核
廃
絶
の
た
め
の
交

渉
を
米
大
統
領
に
促
す
決

議
」
を
行
っ
た
バ
ー
モ
ン
ト
州

を
訪
問
し
、
州
議
会
あ
げ
て

歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全

米
法
律
家
協
会
ワ
シ
ン
ト
ン

支
部
で
「
二
一
世
紀
の
日
米

関
係
」に
つ
い
て
講
演
を
行
う

な
ど
、
米
国
滞
在
八
日
間
、

精
力
的
な
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
様
子
を
聞
き
、
米

国
民
と
平
和
で
連
帯
で
き
る

こ
と
を
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
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日本共産党区議団ニュース

「国民健康保険料が高くて払えない」の声に応えて

日本共産党区議団申し入れ（5月12日）

日
本
の
医
療
保
険
制
度
は
、
職
域
を

対
象
と
す
る
「
被
用
者
保
険
」
（
組
合

健
保
や
共
済
な
ど
）
と
、
地
域
住
民
を

対
象
と
す
る
「
国
民
健
康
保
険
」
、
七

五
才
以
上
を
対
象
と
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
で
す
。

こ
の
う
ち
、
区
内
の
三
割
（
七
七
〇

〇
世
帯
）
が
国
民
健
康
保
険
で
す
。

昨
年
度
保
険
料
よ
り
一
人
平
均
年
額

約
一
万
五
千
円
も
高
く
な
り
、
六
月
徴

収
か
ら
「
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
」
と
い

う
声
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

他
区
で
は
、
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら

れ
た
滞
納
者
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

低
所
得
者
に
保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

申
し
入
れ
に
対
し
、
渡
辺
保
健
福
祉

部
長
は
、
「
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
場
合
、
相
談
に
来
て
ほ
し
い
。
機

械
的
に
保
険
証
取
り
上
げ
る
こ
と
は
行

わ
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
、
「
払
え
な
く
な
っ
た
時
は

ど
う

し
た
ら
よ

い
か

、
周
知
の

努
力

が
も
っ
と

必
要

」
な
こ
と

を
強

調
し
ま
し

た
。

国
保
料
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
は
国
庫
負
担
を
戻
す
こ
と

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
原
因
は
、
国
保
に
対
す
る
国
庫
負
担
率
が
四
五
％
か
ら
三
八
・

五
％
に
削
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
・
小
池
あ
き
ら
参
議
院
議
員
は
、
「
国
庫
負
担
を
元
に
戻
す
こ
と
」

「
減
免
制
度
拡
充
に
国
の
財
政
支
援
」
を
求
め
ま
し
た
。
厚
労
省
は
こ
の
質
問
を
受

け
、
来
年
度
か
ら
市
町
村
へ
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
一
回
定
例
区
議
会
で
、
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
が
可
決
（
党
区
議
団
は

反
対
）
し
ま
し
た
。

今
で
も
滞
納
が
一
〇
〇
〇
世
帯
も
あ
る
中
で
、
党
区
議
団
は
「
滞
納
者
か
ら
機

械
的
に
保
険
証
を
と
り
あ
げ
な
い
よ
う
」
区
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

低
所
得
者
に
は
保
険
証
を
交
付
せ
よ

「
実
状
を
丁
寧
に
調
査
し
、
き
め

細
か
く
対
応
す
る
」
と
答
弁

申し入れ



有
権
者
を
バ
カ
に
し
て
い
る

参
議
院
選
挙
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
タ
レ
ン
ト

が
多
数
立
候
補
す
る
と
か
。
「
選
挙
も
金
（
カ

ネ
？
）
」
な
ん
て
シ
ャ
レ
に
も
な
ら
な
い
。

頼
む
方
も
、
受
け
る
方
も
有
権
者
を
バ
カ
に

し
て
い
る
、
っ
て
い
う
こ
と
を
示
す
選
挙
に
し

た
い
で
す
ね
。

（
富
士
見
一
・
Ａ
さ
ん
）

保
育
所
入
園
料
に
二
万
円

今
川
中
に
で
き
る
緊
急
保
育
所
は
入
園
料
が

二
万
円
も
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
す
ぐ
満
員

に
な
り
そ
う
な
の
で
、
育
児
休
業
明
け
を
待
た

ず
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
長
く
母

乳
で
育
て
た
か
っ
た
の
に
残
念
で
す
。

（
岩
本
町
三
・
Ｂ
さ
ん
）

「仕
分
け
」
を
や
る
な
ら
議
員
宿
舎
を

衆
議
院
宿
舎
が
建
て
替
え
ら
れ
、
ま
た
国
会

議
員
が
安
い
家
賃
で
入
る
ん
で
す
か
ね
。
私
た

ち
よ
り
ズ
ー
と
収
入
あ
る
の
に
、
お
か
し
い
で

す
よ
ね
。
一
番
に
「
仕
分
け
」
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
富
士
見
二
・
Ｃ
さ
ん
）

志
位
さ
ん
は
首
相
の
仕
事
を

志
位
委
員
長
が
、
ア
メ
リ
カ
で
米
軍
基
地
無

条
件
撤
去
を
き
っ
ぱ
り
言
っ
て
き
た
こ
と
は
、

首
相
の
や
る
べ
き
仕
事
。
鳩
山
さ
ん
は
州
知
事

み
た
い
で
す
ね
。

（
神
保
町
三
・
Ｄ
さ
ん
）

みなさんのご意見をお寄せください

飯
田
橋
西
口
地
区
再
開
発
に
よ
る

警
察
病
院
の
解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

病
院
棟
と
薬
局
の
解
体
が
十
二
月

半
ば
ま
で
行
わ
れ
、
薬
局
の
跡
地
に
飯

田
橋
郵
便
局
が
仮
移
転
。
全
体
の
解
体

が
来
年
七
月
ま
で
、
建
設
工
事
は
二
〇

一
四
年
七
月
ま
で
続
く
そ
う
で
す
。

そ
の
間
、
早
稲

田
通
り
は
十
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
の
通
行

も
多
く
な
り
ま
す
。

解
体
工
事
説
明
会
で
は
、
騒
音
や
振

動
、
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
塵
に
つ
い
て
な
ど
、

近
隣
住
民
か
ら
多
く
の
不
安
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

「核兵器廃絶」は世界の流れ

みなさんから頂いた「核兵器のない

世界を」の署名は全国で690万筆集ま

り、国連に届けられました。署名の山

に、ｶﾊﾞｸﾁｭﾗﾝNPT再検討会議議長は

「この熱意に応えなくてはならない」

と会議の冒頭に述べたそうです。

核兵器廃絶に向けた工程表を作る国

際会議を2014年に開くことが提案さ

れ、「核抑止力」が死語になる日が現

実的に…。ご署名下さったみなさん、

ありがとうございました。

飯
田
橋
駅
ホ
ー
ム
の
改
善
策
示
さ
れ
る

Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
ホ
ー
ム
の
改
善
を

求
め
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
や
っと
「ホ
ー

ム
を
市
ヶ
谷
方
面
に
移
設
す
る
」計
画

が
Ｊ
Ｒ
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

電
車
と
の
隙
間
と
段
差
が
な
く
な

り
、
危
険
な
状
況
が
解
消
さ
れ
る
こ
と

を
願
って
い
ま
す
。

警察病院工事現場

介護保険改善署名にご協力ください

介護保険制度が始まって10年たち

ました。「保険料・利用料が高い」

「特養ホームにはいれない」など、介

護問題は深刻です。制度の改善を求め

る署名にご協力をお願いします。

飯
田
橋
駅
西
口
地
区
再
開
発
工
事
始
ま
る




